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20. 研究成果の帰属と結果の公表 
 本研究で得られた成果は京都大学医学部整形外科及び京都大学再生医科学研究所に帰

属する.本研究で得られた成果の論文発表の際の筆頭著者、共著者及びその順に関して

は、研究責任者、副研究責任者、試験責任医師、試験分担医師、細胞調製に関与した者

および統計解析責任者が別途協議の上、決定するが中村孝志、前川平、青山朋樹及び戸

口田淳也は、いずれの論文にも共著者として含めるものとする.なお本臨床試験により、

提唱する新規治療法の優越性が実証された場合、本治療法を京都大学医学部附属病院に

て施行される先進医療として申請する予定である．当該研究の実施計画書およびヒト肝

細胞臨床研究の成果に対する開示請求があった場合、研究機関で定める所定の手続きを

行ったうえで、情報を開示する. 

 
21. 研究組織 
研究機関： 京都大学医学部 〒606-8507 
 附属病院 京都市左京区聖護院川原町 54 
  TEL:075-751-3111 FAX:075-751-4288 

研究機関の長： 内山 卓 京都大学医学部附属病院・病院長 

研究責任者： 中村 孝志 京都大学大学院医学研究科整形外科・教授 
  京都市左京区聖護院川原町 54 
  TEL:075-751-3652 FAX:075-751-8409 

副研究責任者： 戸口田 淳也 京都大学再生医科学研究所・ 
  組織再生応用分野・教授 
  京都市左京区聖護院川原町 53 
  TEL:075-751-4134 FAX:075-751-4646 

研究事務局  京都大学医学部整形外科教授室 
  京都市左京区聖護院川原町 54 
  TEL:075-751-3652 FAX:075-751-8409 

事務局担当者 安田 尚代 担当秘書 

 

試験責任医師 中村 孝志 京都大学大学院医学研究科整形外科・教授 

試験分担医師 柿木 良介 京都大学大学院医学研究科 

  リハビリテーション科・准教授 

 池口 良輔 京都大学大学院医学研究科整形外科・助教 

 戸口田 淳也 京都大学再生医科学研究所・ 
  組織再生応用分野・教授 

 

血清作成支援機関  京都大学医学部附属病院輸血細胞治療部 

血清作成支援者 前川 平 京都大学医学部附属病院輸血細胞治療部・
  教授 

 木村 晋也 京都大学医学部附属病院輸血細胞治療部・ 

  講師 

 芦原 英司 京都大学医学部附属病院輸血細胞治療部・
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  助教 

  

細胞採取支援機関  京都大学医学部附属病院ﾃﾞｲｻｰｼﾞｬﾘｰ診療部 

細胞採取支援者 白神 豪太朗 京都大学医学部附属病院 

  ﾃﾞｲ・ｻｰｼﾞｬﾘｰ診療部・副部長 

 

試験細胞作成機関  京都大学医学部附属病院分子細胞治療ｾﾝﾀｰ 

製造管理責任者・ 青山 朋樹 京都大学再生医科学研究所 
試験細胞作成者  組織再生応用分野・助教 

 吹上 謙一 京都大学再生医科学研究所・大学院生 

 大塚 聖視 京都大学再生医科学研究所・大学院生 

 布留 守敏 京都大学再生医科学研究所・大学院生 

 伊藤 錦哉 京都大学再生医科学研究所・大学院生 

 金 永輝 京都大学再生医科学研究所・大学院生 

 上田路子 京都大学再生医科学研究所・技術補助 

試験細胞作成支援者 前川 平 京都大学医学部附属病院輸血細胞治療部・
  教授 

製造責任者・ 笠井 泰成 京都大学医学部附属病院輸血細胞治療部・ 
品質管理責任者  主任臨床検査技師 

 

統計解析責任者 手良向 聡 京都大学医学部附属病院探索医療ｾﾝﾀｰ・ 
  検証部・准教授 
 
データセンター  京都大学医学部附属病院探索医療ｾﾝﾀｰ・ 
  検証部 
  京都市左京区聖護院川原町 54 
  TEL:075-751-3397 FAX:075-751-3399 

ﾃﾞｰﾀﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ責任者 西村 勉      京都大学医学部附属病院探索医療ｾﾝﾀｰ・ 
  検証部・看護技術補佐員 

 

CRC 三浦 和美 京都大学医学部附属病院探索医療ｾﾝﾀｰ・
  臨床部・特定薬剤師 

各委員会 

ﾌﾟﾛﾄｺﾙ作成委員会 中村 孝志(委員長) 京都大学大学院医学研究科・整形外科 

  ・教授 

 戸口田 淳也 京都大学再生医科学研究所・ 
  組織再生応用分野・教授 

 柿木 良介 京都大学大学院医学研究科・ 
  リハビリテーション科・准教授 

 青山 朋樹 京都大学再生医科学研究所・ 
  組織再生応用分野・助教 
 

独立データモニタリング委員会 

委員長 平家 俊男  京都大学大学院医学研究科・発達小児科・ 
  准教授 
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委員 門脇 則光  京都大学大学院医学研究科・ 
  血液腫瘍内科・講師 

委員 中村 達雄 京都大学再生医科学研究所・ 
  臓器再建応用分野・准教授 

 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ評価委員会 麻田 義之 日本赤十字和歌山医療センター・ 
  整形外科・副部長（試験外医師） 

 村瀬 剛 大阪大学大学院医学系研究科・ 
  整形外科・助教（試験外医師） 

 藤本 良太 京都大学大学院医学研究科・放射線科・ 
  助教・（試験外医師） 
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